








■実施期間：平成30年7月23日～同年8月6日
■対象者 ：知事部局、労働委員会事務局、収用委員会事務局の職員（3,640人）
■受検者数：3,570人（受検率：98.2％）     ■面接指導申出者：33人

ストレス因子
健康リスク（※３）

（全国平均(※4)を100とした場合）

量 的 負 荷 ※ 1   量-コントロール 
90（A） 総合 

(A×B)/100

77

ｺ ﾝ ﾄ ﾛ ｰ ﾙ ※ 2

上 司 の 支 援  職場の支援
86（B）同 僚 の 支 援 

 ストレスチェック

集団分析

【量－コントロール判定図】 【職場の支援判定図】

凡例     ◇・・・全国平均 ▲・・・H30高知県  

上司の支援（点数）      多い 仕事の量的負担（点数）       多い
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 【仕事のストレス判定図】

■事業場全体などの集団を対象として、仕事のストレス要因の程度と労働者の健康に与える影響の大きさを評価する「仕事のストレス判定
 図」を用いる。
■仕事の量が多い、負担が大きい（忙しい）ほど、仕事のコントロール（裁量権や自由度）が低いほど、上司や同僚の支援がないと感じる
 ほど仕事上のストレスが生じやすい（高ストレスになりやすい）と考えられている。

高ストレス

低ストレス 低ストレス

※1量的負荷とは、 多忙さや時間的切迫感
※2コントロールとは、裁量権や自由度
※3健康リスクとは、 仕事のストレス要因がどの程度従業員の健康
         に影響を与える可能性があるかの目安
※4全国平均は、男女約25,000人の種々の業種、職種の労働者のデータ

(A)量-コントロール  仕事の量的負担と裁量権の状態
(B)職場の支援     上司と同僚の支援の状態 

■仕事の量や負担、裁量権や自由度がないと感じる健康リスクは90、上司や同僚の支援に関するリスクは86であり、
 総合の健康リスクは77。 （全国平均を100とした場合）

参考：労働安全衛生法に基づくストレスチェック制度実施マニュアル（厚生労働省）
     東京医科大学公衆衛生分野ホームページ、東京大学事業場のメンタルヘルスサポートページ

目的：労働者のメンタルヘルス不調を未然に防止する一次予防
       （ストレスの程度の把握、労働者自身の気づき、職場改善、働きやすい環境づくり）

判定結果

  平成30年度高知県職員のストレスチェックの結果について
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